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第
６
回
新
型
コ
ロ
ナ
研
究
会
（
感
想
文
）

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
５
月
28
日
（
金
）
に

西
宮
医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
３
人

が
参
加
し
た
。

【
Ⅰ
．
最
近
の
診
療
経
験
の
交
流
】

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
❘
19
診
療
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
な
ど

【
Ⅱ
．
報
告
】

①
第
５
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
研

究
会
（
４
・
17
）

②
第
６
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
研

究
会
（
５
・
15
）

③
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
問
題
研
究
会
（
５
・

22
）

【
Ⅲ
．
予
定
・
企
画
】

①
当
面
延
期
企
画

・
近
年
開
業
医
懇
談
会

・
認
知
症
外
来
診
療
経
験
交
流
会

・
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会

②
支
部
設
立
40
周
年
記
念
企
画
（
創
設
期
か

ら
の
先
輩
医
師
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
記
念
小

冊
子
作
成
の
検
討
な
ど
）

③
そ
の
他
（
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
ア
ス
ベ
ス
ト

西
宮
の
会
の
取
り
組
み
報
告
な
ど
）

【
Ⅳ
．
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
第
53
回
総
会
（
６
・
20
）

②
第
36
回
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
in
岐
阜
）
（
９
・
19
～
20
）

③
第
30
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
10
・

31
） 世

話
人
会
だ
よ
り

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。

次
回
は
７
月
30
日
（
金
）
に
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
５
月
15
日
、
第
６
回
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
研
究
会
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
Ｕ
ｐ
ｄ
ａ
ｔ
ｅ
（
２
０
２
１
年
5
月
編
）
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
。
神
戸
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
中
央
市
民
病
院
感
染
症
科

黒
田
浩
一
先
生
が
講

師
を
務
め
、
医
師
44
名
（
会
場
参
加
５
名
、
オ
ン
ラ

イ
ン
視
聴
39
名
）
が
参
加
し
た
。
司
会
を
務
め
た
西

宮
市
・
伊
賀
内
科
循
環
器
科
の
伊
賀
幹
二
先
生
の
感

想
文
を
掲
載
す
る
。

２
０
２
１
年
５
月
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

原
因
は
変
異
株
に
ほ
と
ん
ど
置
き
換
え
ら
れ
、
そ
の

特
徴
を
ま
と
め
て
話
し
て
い
た
だ
き
た
く
神
戸
中
央

市
民
病
院
の
黒
田
先
生
に
３
回
目
の
講
演
を
お
願
い

し
た
。

ウ
イ
ル
ス
量
は
発
症
前
２
日
く
ら
い
か
ら
発
症
後

２
日
目
く
ら
い
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
の
で
、
患
者
が
無

「
明
日
か
ら
の
診
療
に
役
立
つ
内
容
だ
っ
た
」

市内の感染状況について報告する黒田先生 第１回から司会を務める伊賀先生

症
状
で
あ
っ
て
も
、
感
染
し
て
い
る
と
思
っ

て
常
に
感
染
防
護
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
よ

く
理
解
で
き
た
。
変
異
ウ
イ
ル
ス
が
メ
イ
ン

と
な
っ
て
き
た
こ
こ
２
～
３
か
月
で
若
い
人

の
重
症
例
が
増
え
た
の
は
事
実
だ
が
、
感
染

者
数
が
増
え
た
と
い
う
の
が
一
番
の
原
因
で
、

臨
床
像
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

神
戸
市
で
の
大
変
な
状
況
も
よ
く
理
解
で

き
、
自
宅
療
養
患
者
の
な
か
で
病
院
ま
で
た

ど
り
つ
い
た
が
救
急
外
来
で
Ｃ
Ｐ
Ａ
（
心
肺

停
止
）
で
あ
っ
た
例
は
、
統
計
上
で
は
自
宅

療
養
死
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
お
聞

き
し
た
。
感
染
し
て
酸
素
飽
和
度
が
90
％
以

下
で
も
、
入
院
や
ホ
テ
ル
療
養
が
で
き
な
い

現
状
で
は
、
こ
れ
ら
の
過
去
の
デ
ー
タ
分
析

か
ら
待
機
患
者
に
対
す
る
包
括
的
な
方
針
を

至
急
に
決
め
る
必
要
性
を
感
じ
た
。

最
後
に
、
現
行
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
ワ
ク
チ
ン

に
く
わ
え
て
、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
や
Ｊ
＆
Ｊ

の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
た
。
感

染
症
の
専
門
医
師
と
し
て
先
生
は
、
強
く
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
す
す
め
ら
れ
た
。
副
作
用

と
し
て
、
特
に
２
回
目
の
接
種
で
若
い
人
で

は
熱
や
倦
怠
感
が
出
現
す
る
頻
度
が
高
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
折
し
も
、
西
宮
で
は
５

月
12
日
か
ら
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
診
療

所
で
行
う
と
の
市
政
ニ
ュ
ー
ス
発
表
か
ら
、

各
診
療
所
で
電
話
が
鳴
り
や
ま
ず
大
混
乱
に

陥
っ
た
。

有
事
と
考
え
ら
れ
る
現
在
、
西
宮
市
医
師

会
、
西
宮
市
、
実
地
医
師
が
目
標
を
共
有
し

た
う
え
で
の
シ
ス
テ
ム
再
構
築
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
た
。

【
西
宮
市

伊
賀
内
科
・
循
環
器
科

伊
賀

幹
二
】

＊
参
加
者
の
感
想
＊

・
「
明
日
か
ら
の
診
療
に
役
立
つ
内
容
で
あ
っ

た
」

・
「
最
前
線
で
診
療
に
あ
た
ら
れ
な
が
ら
き
っ

ち
り
と
文
献
で
情
報
収
集
も
さ
れ
て
お

ら
れ
、
頭
が
下
が
る
の
み
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
全
体
を
確
認

整
理
す
る
こ
と
も
で
き
、
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
」

・
「
早
く
集
団
免
疫
が
成
立
す
る
こ
と
を
祈
っ

て
お
り
ま
す
」
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小
林
化
工
㈱
の
抗
真
菌
薬
へ
の
睡
眠
薬
混
入
問
題
を
契
機
に
、

西
宮
・
芦
屋
支
部
に
お
い
て
、
薬
剤
師
の
先
生
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
関
す
る
講
演
を
聴
き
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
私
の

旧
知
の
大
谷
道
輝
先
生
に
お
願
い
を
し
た
。

大
谷
先
生
は
以
前
の
東
京
逓
信
病
院
の
頃
よ
り
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
功
罪
の
問
題
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
非
常
に
詳
し

い
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
厚
労
省
が
掲
げ
る
後
発
医
薬
品
の

数
値
目
標
は
80
％
で
、
２
０
２
０
年
９
月
に
は
78
・
３
％
に
ま
で

達
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
発
医
薬
品
に
対
す
る
医
師
の
不
信
感

は
根
強
く
、
小
林
化
工
㈱
の
問
題
で
益
々
、
そ
の
傾
向
は
強
く
な
っ

て
い
る
。

薬
剤
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
例
え
ば
抗
て
ん
か
ん
薬
の
よ
う
に
、

後
発
医
薬
品
に
変
更
し
に
く
い
も
の
も
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
。

ま
た
先
発
医
薬
品
の
み
特
定
の
効
能
・
用
法
を
有
す
る
薬
剤
や
、

ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
の
よ
う
に
、
後
発
医
薬
品
し
か
無
い
薬
剤

が
存
在
す
る
こ
と
を
教
わ
っ
た
。

ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
は
、
基
剤
中
の
濃
度
が
半
分
以
下
の
こ
と
も

あ
る
の
で
、
気
を
付
け
た
い
。
軟
膏
や
テ
ー
プ
剤
な
ど
で
は
接
触

皮
膚
炎
に
も
注
意
を
要
す
る
。
ま
た
、
外
用
剤
に
お
け
る
後
発
医

薬
品
の
選
び
方
は
、
①
２
０
０
３
年
以
降
の
承
認
製
品
を
選
ぶ
、

②
点
眼
、
吸
入
剤
は
２
０
１
６
年
以
降
の
承
認
製
品
を
選
ぶ
、
な

ど
を
教
わ
っ
た
。

参加者からの質問に答える大谷先生

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
５
月
22
日
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
問
題
研
究

会
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
正
し
い
選
び
方
を
改
め
て
考
え
る
」
を
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
。
東
京
都
の
佐
々
木
研
究
所

研
究
事
務
室
長

の
大
谷
道
輝
先
生
が
講
師
を
務
め
、
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
合
わ
せ
て

38
人
（
会
場
８
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
30
人
）
が
参
加
し
た
。
司
会
を
務

め
た
西
宮
市
・
法
貴
皮
膚
科
の
法
貴
憲
支
部
長
の
感
想
文
を
掲
載
す

る
。

後
発
医
薬
品
を
選
ぶ
コ
ツ
は
、
薬
剤
師
が
所
有

し
て
い
る
「
ブ
ル
ー
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
す
る
の
が

良
い
。
そ
の
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
オ
ー
ト
・
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
は
、
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
ド
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
の
う
ち
の
１
種
類
で
、
こ
れ
は
生
物
学
的
同
等

性
試
験
の
必
要
が
無
く
、
そ
の
他
の
１
種
類
に
は

こ
の
試
験
が
必
要
で
あ
る
。
内
用
剤
に
お
け
る
後

発
医
薬
品
の
選
び
方
は
、
①
オ
ー
ト
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
を
選
ぶ
、
②
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
ド
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
を
選
ぶ
、
な
ど
を
教
わ
っ
た
。

後発医薬品の選び方を分かりやすく解説

新型コロナ感染拡大防止のため会場定員は少人数で実施した

ジェネリック医薬品問題研究会（感想文）

司会を務めた支部長の法貴先生

最
後
に
処
方
医
に
よ
る
後
発
医
薬
品
の
選
び

方
は
、
①
先
発
医
薬
品
か
ら
使
用
を
開
始
す
る
、

②
後
発
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
は
薬
剤
師
を
活

用
す
る
、
③
地
域
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
の
作
成
、

を
掲
げ
ら
れ
て
講
演
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

１
時
間
半
の
長
時
間
に
渡
る
講
演
は
、
聴
講

者
に
非
常
に
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大

谷
先
生
は
、
薬
剤
師
相
手
の
講
演
が
多
く
、
医

師
相
手
の
講
演
を
非
常
に
喜
ん
で
お
ら
れ
た
こ

と
を
、
記
し
て
お
く
。

【
西
宮
市

法
貴
皮
膚
科

法
貴

憲
】

＊
参
加
者
の
感
想
＊

・
「
新
し
い
情
報
を
た
く
さ
ん
得
ら
れ
た
有
意

義
な
研
修
会
だ
っ
た
」

・
「
今
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
安
定
供
給
を

主
に
選
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
今
日
の
お

話
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

に
変
更
は
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
る
こ
と
、

慎
重
に
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
」

・
「
薬
剤
師
の
立
場
か
ら
非
常
に
知
り
た
い
情

報
満
載
で
し
た
」

・
「
最
近
自
主
回
収
薬
が
多
く
困
っ
て
お
り
ま

す
。
オ
ー
ト
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
を
選
び
た
い

が
、
な
い
薬
品
も
多
く
存
在
し
ま
す
」

・
「
最
近
忙
し
さ
に
か
ま
け
、
ブ
ル
ー
ブ
ッ
ク

や
品
質
情
報
検
討
会
の
結
果
を
見
る
事
が

少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、
深

く
反
省
し
ま
し
た
」


